
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

メダル ゲーム装置において
、
　
　前記操作部 両側に設けられたメダル投入口と、
　前記 メダル投入口の間に貯留されたメダルを前記両側の各メダル投入口へとスラ
イドさせて移動可能 通路と、
　
　

ことを
特徴とするメダル ゲーム装置。
【請求項２】
　請求項１ において、
　 投入されたメダルを、前記メダル供給手段に移動させるためのメ
ダル投入路が設けられていることを特徴とするメダルプッシャーゲーム装置。
【請求項３】
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筐体内の正面上部に設けられたゲーム盤面を通過したメダルが前記ゲーム盤面の下部位
置に設けられたゲームフィールド上に落下し、ゲームフィールド上のメダルがプッシャー
プレートの往復移動によって落下して払い出される プッシャー

前記筐体の前方に設けられた操作部と、
の

両側の
に、前記操作部に設けられた

前記各メダル投入口に投入されたメダルを検出するメダル検出手段と、
前記メダル検出手段によるメダルの検出に応じて、前記ゲーム盤面の上方両側に配置さ

れた放出口を経て、前記ゲーム盤面にメダルを供給するメダル供給手段とを有する
プッシャー

記載のメダルプッシャーゲーム装置
前記メダル投入口より

請求項２記載のメダルプッシャーゲーム装置において、



　

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、 ダルプッシャーゲーム装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、メダルゲーム装置として、メダルプッシャーゲーム装置が知られている。
【０００３】
　このようなメダルプッシャーゲーム装置として、例えば、特許文献１に示されるような
ものが知られている。
【０００４】
　このメダルプッシャーゲーム装置は、筐体内に多数のメダルが載置されたフィールドと
フィールド上を往復動するプッシャーとが設けられ、フィールドの後方上部に抽選処理を
行う抽選ボードが設けられた状態となっている。
【０００５】
　そして、筐体の上部にメダル投入口を設け、このメダル投入口から投入されたメダルが
自重で抽選ボードを通過して抽選を行った後、フィールド上に落下する状態となっており
、フィールド上のメダルは、プッシャーの往復動によってフィールド上から落下され、こ
のフィールド上から落下されたメダルは筐体の下部に設けたメダル払出口へと自重で払い
出されるようになっている。
【特許文献１】特開２００１－２９６４３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、このようなメダルプッシャーゲーム装置にあっては、

【０００７】
【０００８】
　本発明の目的は、ゲームが中断されることなく、連続してメダルの投入ができるメダル
プッシャーゲーム装置 提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記目的を達成するため、本発明のメダルプッシャーゲーム装置は、

メダル ゲーム装置において、
　
　前記操作部 両側に設けられたメダル投入口と、
　前記 メダル投入口の間に貯留されたメダルを前記両側の各メダル投入口へとスラ
イドさせて移動可能 通路と、
　
　

ことを
特徴とする。
                                                                                
【００１０】
【００１１】
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前記メダル投入路には、メダル投入口から投入された異形のコインを排出する異形コイ
ン排出部が設けられていることを特徴とするメダルプッシャーゲーム装置。

メ

メダル投入口にメダルを
投入する際、必ずメダル投入口の位置を確認しなければならないため、抽選ボードから目
を離さなければならず、ゲームが中断してしまっていた。

を

筐体内の正面上部
に設けられたゲーム盤面を通過したメダルが前記ゲーム盤面の下部位置に設けられたゲー
ムフィールド上に落下し、ゲームフィールド上のメダルがプッシャープレートの往復移動
によって落下して払い出される プッシャー

前記筐体の前方に設けられた操作部と、
の

両側の
に、前記操作部に設けられた

前記各メダル投入口に投入されたメダルを検出するメダル検出手段と、
前記メダル検出手段によるメダルの検出に応じて、前記ゲーム盤面の上方両側に配置さ

れた放出口を経て、前記ゲーム盤面にメダルを供給するメダル供給手段とを有する



【００１２】
【００１３】
【００１４】
【００１５】
【００１６】
【００１７】
【００１８】
【００１９】
【００２０】
【００２１】
【００２２】
【００２３】
【００２４】
【００２５】
【００２６】
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
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　本実施の形態のメダルゲーム装置は、メダル投入口にメダルを投入することによってゲ
ームが行われ、ゲームの結果に基づいてメダルが払い出されるメダルゲーム装置において
、
　払い出されたメダルを貯留するメダル貯留部と、
　前記メダル貯留部内のメダルをメダル貯留部から前記メダル投入口へとスライドさせて
移動させるための通路とを有することを特徴とする。
　本実施の形態によれば、メダル投入口にメダルを投入することによってゲームが行われ
、ゲームの結果に基づいてメダルが払い出されるメダルゲーム装置において、メダル貯留
部内のメダルをメダル貯留部からメダル投入口へとスライドして移動させる通路を設ける
ことで、ゲームを行うためにかがんだり立ったりまたは手を伸ばしたりという煩わしい動
作を行うことなくゲームを楽しむことができ、しかも、メダル貯留部からメダル投入口へ
とメダルを連続して移動させてメダルの投入を行うことができ、ゲームが中断されること
なく、連続してゲームを楽しむことができる。
　本実施の形態の他のメダルゲーム装置は、ゲーム盤面を通過したメダルの通過位置に基
づいてゲームが行われ、ゲームの結果に基づいてメダルが払い出されるメダルゲーム装置
において、
　払い出されたメダルを貯留するメダル貯留部と、
　前記メダル貯留部内のメダルをメダル貯留部からメダル投入口へとスライドさせて移動
させるための通路とを有することを特徴とする。
　本実施の形態によれば、ゲーム盤面を通過したメダルの通過位置に基づいてゲームが行
われ、ゲームの結果に基づいてメダルが払い出されるメダルゲーム装置において、メダル
貯留部内のメダルをメダル貯留部からメダル投入口へとスライドして移動させる通路を設
けることで、ゲームを行うためにかがんだり立ったりまたは手を伸ばしたりという煩わし
い動作を行うことなくゲームを楽しむことができ、しかも、メダル貯留部からメダル投入
口へとメダルを連続して移動させてメダルを投入することで、ゲームが中断されることな
く、連続してゲームを楽しむことができる。
　本実施の形態のさらに他のメダルゲーム装置は、メダル投入口よりメダルを投入し、ゲ
ームフィールド上のメダルを落下させることによって、メダルが払い出されるメダルゲー
ム装置において、
　払い出されたメダルを貯留するメダル貯留部と、
　前記メダル貯留部内のメダルをメダル貯留部から前記メダル投入口へとスライドさせて
移動させるための通路とを有することを特徴とする。
　本実施の形態によれば、メダル投入口よりメダルを投入し、ゲームフィールド上のメダ



　以下、本発明の について、図面を参照して詳細に説明する。
【００２８】
　図１～図４は、本発明の一 に係るメダルゲーム装置を示す図である。
【００２９】
　このメダルゲーム装置１０は、メダルプッシャーゲームを行うもので、図１の正面から
見た斜視図に示すように、筐体１２内の正面上部にゲーム盤面１４が設けられ、このゲー
ム盤面１４の下端位置に前後方向で往復移動を行うプッシャープレート１６を有するメダ
ル載置用のゲームフィールド１８が設けられている。
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ルを落下させることによって、メダルが払い出されるメダルゲーム装置において、メダル
ゲームを行うためにかがんたり立ったりまたは手を伸ばしたりという煩わしい動作を行う
ことなくゲームを楽しむことができ、しかも、メダル貯留部からメダル投入口へとメダル
を連続して移動させてメダルを投入することで、ゲームが中断されることなく、連続して
ゲームを楽しむことができる。
　本実施の形態においては、前記ゲームフィールドから落下したメダルを前記メダル貯留
部に導く払出路を設けることができる。
　このような構成とすることにより、ゲームフィールドから落下したメダルを払出路を通
して自重でメダル貯留部に導くことができる。
　この場合、前記払出路には、プレーヤが不正を行うのを防止する不正防止手段を設ける
ことができる。
　このような構成とすることにより、ゲームフィールド近傍にメダル貯留部を配置した場
合であっても、払出路に不正防止手段が設けられているので、プレーヤが払出路を通して
ゲームフィールドに手や道具を差し込んでゲームフィールドからメダルを落下させるよう
な不正行為を防止することができる。
　本実施の形態においては、前記払出路には、メダル回収路が接続され、
　前記払出路から前記メダル貯留部に向かう経路と、前記メダル回収路に向かう経路とを
切り替える切替手段を設けることができる。
　このような構成とすることにより、ゲーム時には払出路を通してメダル貯留部にメダル
を払い出し、メダルゲーム装置に何らかのエラーが発生したり、電源のオフ時に切替手段
によってメダル回収路側を開放し、メダルを回収して、メダル貯留部にメダルが払い出さ
れないようにすることができる。
　本実施の形態においては、投入されたメダルを検出するメダル検出手段と、
　前記メダル検出手段がメダルを検出したときに、前記ゲーム盤面または前記ゲームフィ
ールドにメダルを供給するメダル供給手段と、
　投入されたメダルを、前記メダル供給手段に移動させるためのメダル投入路とを設ける
ことができる。
　このような構成とすることにより、メダル投入口をゲームフィールドよりも下に設けた
場合でも、メダル投入口に投入されたメダルをメダル検出手段によって検出し、メダル供
給手段からゲームフィールドにメダルを供給することで、確実に投入されたメダルに対応
してメダルをゲームフィールドに供給することができる。
　本実施の形態においては、前記メダル貯留部と前記通路とが筐体に設けられた操作部に
一体的に設けられ、前記通路の一端側に前記メダル投入口が配置された構成とすることが
できる。
　このような構成とすることにより、操作部上にメダル貯留部と通路とが並んだ状態で配
置され、メダル貯留部からメダル投入口へのメダルの移動がより容易に行うことができる
。
　本実施の形態においては、前記メダル貯留部は略椀状に形成され、
　前記通路は、メダル移動面が、前記メダル貯留部の内面と同一面となるように形成され
た構成とすることができる。
　このような構成とすることにより、メダル貯留部からメダル投入口へ至るメダルの移動
がより一層容易となる。

実施例

実施例



【００３０】
　また、筐体１２の上下方向略中央前方には操作部２０が設けられ、この操作部２０にメ
ダル投入口２２及びメダル３０を貯留するメダル貯留部２５が設けられ、このメダル貯留
部２５に筐体１２内のメダル３０を払い出すための払出口２４が、操作部２０の上方に隣
接するように筐体１２の前面に設けられている。
【００３１】
　ゲーム盤面１４には、表示部２６と、チャッカー部２８と、チャッカー部２８へのメダ
ル３０の進路を邪魔する複数の釘３２と、ゲーム盤面１４の両側上方に配置された放出口
３６から放出されたメダル３０の放出方向を変更するワイパー３４とが設けられている。
【００３２】
　放出口３６から放出されたメダル３０は、ワイパー３４によって振り分けられ、釘３２
によって邪魔されながら下方へと移動し、メダル３０がチャッカー部２８を通過すると、
チャッカー部２８の内側に設けたセンサー（図示せず）がメダル３０の通過を検出する。
【００３３】
　そして、メダル３０が通過したチャッカー２８の位置に応じて、表示部２６に表示され
るゲームが進行し、このゲームの結果に応じて、筐体１２内に設置したメダル払い出し用
の払出ホッパー７４からメダル３０がゲームフィールド１８上に払い出されるようになっ
ている。
【００３４】
　ゲームフィールド１８上に払い出されたメダル３０及びゲーム盤面１４を通過したメダ
ル３０は、プッシャープレート１６の往復移動によって、ゲームフィールド１８上から落
下して払出口２４から払い出され、メダル貯留部２５に貯留されるようになっている。
【００３５】
　なお、筐体１２の側部で、操作部２０の下部位置には、メダル投入口２２から投入され
たメダル３０の返却口３８が設けられている。
【００３６】
　メダル投入口２２は、図２に示すように、操作部２０の両側にそれぞれ１つずつ設けら
れ、メダル貯留部２５は、２つのメダル投入口２２の間に１ヶ所設けられた状態となって
おり、２人のプレーヤがメダル貯留部２５を共通にして同時にゲームを楽しむことができ
るようになっている。
【００３７】
　すなわち、２つのメダル投入口２２と１つのメダル貯留部２５とが操作部２０上で横方
向に隣接させて配置された状態となっており、メダル貯留部２５からメダル投入口２２に
かけては、メダル貯留部２５からメダル投入口２２へとメダル３０を移動可能にする通路
４０にて連結された状態となっている。
【００３８】
　このように、メダル投入口２２とメダル貯留部２５とを操作部２０上で横方向に隣接さ
れて配置することで、ゲームを行うためにかがんだり立ったりまたは手を伸ばしたりとい
う煩わしい動作を行うことなくゲームを楽しむことができる。
【００３９】
　しかも、メダル貯留部２５からメダル投入口２２へとメダル３０を移動可能にする通路
４０にてメダル投入口２２とメダル貯留部２５とを連結することで、メダル貯留部２５の
メダル３０を見ることなしに、ゲーム盤面１４を見続けたままメダル３０を連続してメダ
ル投入口２２に移動させることができ、ゲームが中断されることなく、連続してゲームを
楽しむことができる。
【００４０】
　特に、断面略台形状に窪んだ略椀形状に形成されたメダル貯留部２５の通路４０側の内
面が、メダル３０を通路４０に移動しやすいように通路４０の表面と同一平面となるよう
に一体に形成されているため、プレーヤは、ゲーム盤面１４を見たままでもメダル３０を
移動できる。
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【００４１】
　また、操作部２０は、ゲームフィールド１８近傍で、ゲームフィールド１８よりも低い
位置に配置され、ゲームフィールド１８より落下したメダル３０が自重で払出口２４より
払い出されるようになっている。
【００４２】
　従って、プレーヤに無理な姿勢を強いることなく、楽な姿勢でゲームを行わせることが
でき、しかも、ゲームフィールド１８より落下したメダル３０を自重で払出口２４より払
い出すことができる。
【００４３】
　このゲームフィールド１８から落下したメダル３０は、図３及び図４に示すように、払
出路４２を通って払出口２４に払い出し可能にされている。
【００４４】
　この払出路４２には、プレーヤが不正を行うのを防止する不正防止手段４４が設けられ
ている。
【００４５】
　この不正防止手段４４は、払出路４２をジグザグな経路に形成し、プレーヤが払出口２
４から払出路４２を通ってゲームフィールド１８に手や道具を差し込んでゲームフィール
ド１８からメダル３０を落下させるような不正行為を防止することができるようになって
いる。
【００４６】
　また、払出路４２には、メダル回収路４６が接続され、払出路４２とメダル回収路４６
とは、切替手段４８によって切り替え可能にされている。
【００４７】
　この切替手段４８は、払出路４２とメダル回収路４６とを切り替える切替プレート５０
と、この切替プレート５０を切替駆動するソレノイド５２とからなり、切替プレート５０
によりゲーム時にメダル回収路４６側を閉じ、払出路４２側を開放してメダル３０を払出
口に払い出すようにするとともに、メダルゲーム装置に何らかのエラーが発生したり、筐
体１２を揺らすなどの不正を検出したとき、または、電源のオフ時に、切替プレート５０
によりメダル回収路４６側を開放し、払出路４２側を閉塞することで、メダルを筐体１２
内に設置したメダル払い出し用の払出ホッパー７４内に回収して、払出口２４からメダル
３０が払い出されないようにしている。
【００４８】
　メダル投入口２２には、筐体１２内に配設されたホッパー５４にメダル３０を投入する
メダル投入路５６が接続され、このメダル投入路５６には、メダル検出手段としての通過
センサ５８が配設されている。
【００４９】
　そして、この通過センサ５８がメダル３０の通過を検出すると、ホッパー５４から対応
した枚数のメダル３０をメダル供給レール７６に送り出し、ゲーム盤面１４上方の放出口
３６を経てゲーム盤面１４にメダル３０を供給するようにしている。
【００５０】
　従って、メダル投入口２２をゲームフィールド１８の近傍に設けた場合でも、メダル投
入口２２に投入されたメダル３０を通過センサ５８によって検出し、ホッパー５４からゲ
ーム盤面１４にメダル３０を供給することで、確実に投入されたメダル３０に対応してメ
ダル３０をゲーム盤面１４に供給することができる。
【００５１】
　また、メダル投入路５６には、スリット状の異形コイン排出部６０が設けられ、メダル
投入口２２から異形のコイン、例えば、小径のコインが投入された場合に、この異形コイ
ン排出部６０から異形のコイン７８を排出するようにしている。
【００５２】
　さらに、メダル投入路５６には、筐体１２の下部に設けられた返却口３８にメダル３０
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を返却する返却路６２が接続され、この返却路６２とメダル投入路５６とを切替手段６４
にて切り替え可能にしている。
【００５３】
　この切替手段６４は、メダル投入路５６と返却路６２とを切り替える切替プレート６６
と、この切替プレート６６を切り替え駆動させるソレノイド６８とからなり、ゲーム中は
、切替プレート６６によりメダル投入路５６を開放し、返却路６２を閉塞して、メダル投
入口２２から投入されたメダル３０をホッパー５４内へと投入するようにするとともに、
メダルゲーム装置１０に何らかのエラーが発生した場合や、電源のオフ時に切替プレート
６６により返却路６２側を開放することで、メダル３０を返却口３８に返却させるように
している。
【００５４】
　また、メダル投入路５６には、ソレノイド７０によって作動するロックアウトピン７２
が設けられ、ゲームを行っていないときにメダル３０の投入を阻止するようにしている。
【００５５】
　本発明は、前記 に限定されるものではなく、本発明の要旨の範囲内において、種
々の形態に変形可能である。
【００５６】
　例えば、前記 では、メダルプッシャーゲームを行うゲーム装置について説明した
が、メダルプッシャーゲームに限らず、ゲーム盤面でのゲーム結果に応じてメダルを払い
出すメダルゲーム装置一般に適用することが可能である。
【００５７】
　また、不正防止手段は、払出路をジグザグ形状に形成する場合に限らず、払出路に設け
られた切替プレートによって兼用することもでき、あるいは、払出口とゲームフィールド
の間に十分な距離を確保できる場合には、不正防止手段を省略することも可能である。
【００５８】
　さらに、ゲームフィールドから落下したメダルが自重で払い出し口に払い出される場合
について説明したが、ゲームフィールドから落下したメダルの枚数をカウンタによってカ
ウントし、その枚数に対応したメダルを払出装置から払い出すようにすることも可能であ
る。
【００５９】
　また、前記 では、メダル検出手段として通過センサを用いたが、リミットフィッ
チ等を用いることも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】本発明の一 に係るメダルゲーム装置の正面から見た斜視図である。
【図２】図１の操作部の状態を示す拡大平面図である。
【図３】図１のメダルゲーム装置の縦断面図である。
【図４】図３の払出口及び投入口の状態を示す拡大断面図である。
【符号の説明】
【００６１】
１０　メダルゲーム装置
１２　筐体
１４　ゲーム盤面
１６　プッシャープレート
１８　ゲームフィールド
２０　操作部
２２　メダル投入口
２４　払出口
２５　メダル貯留部
３０　メダル

10

20

30

40

50

(7) JP 3667741 B2 2005.7.6

実施例

実施例

実施例

実施例



３８　返却口
４０　通路
４２　払出路
４４　不正防止手段
４６　メダル回収路
４８、６４　切替手段
５４　ホッパー
５６　メダル投入路
５８　通過センサ
６２　返却路 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(9) JP 3667741 B2 2005.7.6



フロントページの続き

(72)発明者  兼子　英之
            東京都大田区多摩川２丁目８番５号　株式会社ナムコ内
(72)発明者  和田　敬造
            東京都大田区多摩川２丁目８番５号　株式会社ナムコ内

    審査官  荒井　隆一

(56)参考文献  特開平０９－０５６９２４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－１０７３４６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－０２９６４３（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.7，ＤＢ名)
              Ａ６３Ｆ　５／００－１３／１２

(10) JP 3667741 B2 2005.7.6


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

